
令和４年度 有明の丘研修 第２期の研修実施について
● 令和４年度の有明の丘研修

令和４年度第１期は、オンライン研修として、オンデマンド講義及びリアルタイム演習を実施した。
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オンデマンド講義 リアルタイム演習

オンデマンド講義

パターンA
感染症リスクが高く、対面での演習は開催不可
の状況の場合

パターンB
感染症リスクが低く、十分な感染症対策をした
うえで対面での演習開催が可能な状況の場合 対面での演習

令
和
４
年
度

● 令和４年度の第２期は、下記の通り研修を実施する。

・ 新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、令和４年度の第２期は第一期と同様
オンデマンド講義（2週間）とリアルタイム演習１回（半日程度）とする。

・研修方法として、「オンデマンド講義のみ」の受講を可能とする。

・実施期間：令和５年１月６日（金）～３月３日（金）(案)

・11月18日 募集要項・パンフレット発出
・11月15～12月2日 コーディネーターWG
・12月8日～8日 受講生募集(1週間程度)
・1月6日～3月3日 研修実施

今後のスケジュール(案)
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令和４年度 有明の丘研修 第２期の実施スケジュール

１月６日から３月３日までの期間を6クールに分け、１クールごとに１～２コース割り当てる。
コースごとに、オンデマンド講義の受講期間を２週間設け、２～３日後に半日程度の演習をリアルタイム形式で実施する。

令和４年度　有明スケジュール（第2期）
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6
演
習

講義（自己学習）
⑥復旧・復興

5

講義（自己学習）
⑤被災者支援

講義（自己学習）
⑨人材育成

2

講義（自己学習）
①防災基礎

講義（自己学習）
⑧対策立案

講義（自己学習）
⑩総合監理

講義（自己学習）
⑦指揮統制

3

講義（自己学習）
➂警報避難

4

講義（自己学習）
②災害への備え

講義（自己学習）
④応急活動・資源管理

確定



令和４年度有明の丘（第2期） 各コースのカリキュラム(案) • 内容は随時更新
• 11月～12月にWGで調整

各コースのオンデマンド講義及びリアルタイム演習について、実施日、カリキュラム等は下記のとおりである。

赤字：1期より追加 9/13時点

日程

1 防災基礎総論 1
「災害への備え」

総論
1 警報避難総論 1

応急活動・資源

管理総論
1 被災者支援総論 1 復旧・復興総論 1

指揮統制総論
（世界標準に則した指揮

統制）

1 対策立案総論 1 人材育成総論 1 総合防災政策

2‐1
ハザードのメカニ

ズムと実態
（風水害）

2
地域防災計画・地

区防災計画・個別

避難計画

2
警報等の種類と

内容
2

初動対応におけ

る国との連携
2

災害救助法と被災

者生活再建支援法
2 公共基盤の復旧

（基盤復興Ⅰ）
2

指揮統制の世界

標準（危機対応に必要

となる役割（部門）と機能）

2
指揮統制の世界

標準（危機対応に必要

となる役割（部門）と機能）

2
訓練・研修の実

際
2

総合的な被害抑

止施策の実施

2‐2
ハザードのメカニ

ズムと実態
（火山災害）

3
防災教育・災害

教訓の伝承
3

避難情報の発令

判断・伝達等
3

地方公共団体間の

相互応援と受援体

制

3
避難所のライフ

サイクル
3 仮設住宅

（生活復興Ⅰ）
3 指揮統制の現状 3

災害対策本部が行

う対策立案プロセ

ス

3
訓練・研修企画

手法
3

リスク評価に基づく

災害対応の検証

2‐3
ハザードのメカニ

ズムと実態
（地震・津波災害）

4 企業防災 4
土砂災害におけ

る警報と避難
4 災害廃棄物処理 4

避難所運営の実

際
4

コミュニティ再生
（社会復興）

4

日本社会に適した

指揮統制のあり方
（危機対応組織を動かす6

つの視点と14の原則）

4
地図による状況認

識の統一とISUTの

試み

4
訓練企画運営実

践Ⅰ（状況付与型図上

演習）

4 応急対策の実態

3
地域の脆弱性と

被害の実態
5

行政のBCP、

BCM

ワ
ー

ク

5
土砂災害の事例

に学ぶ
5

救援物資の調達

/救援物資の輸

配送

5
要配慮者をはじめ

とする避難者の避

難生活支援

5
市街地の復興ま

ちづくり
（基盤復興Ⅱ）

5
リーダーシップの

あり方
5

応急期の政府支

援
5

地域防災リー

ダーの育成
5

大規模災害の検

証と対応

4‐1 防災行政概要 6 住民啓発
講

義
6

風水害における

警報と避難
6

活動拠点・環境

の確保
6

医療による被災

者支援
6 住まいの再建

（生活復興Ⅱ）
6

参謀にとっての

災害対策本部運営
6

効果的な災害対応

計画・マニュアル

の作成方法

4‐2 災害法体系 7
地域の自主的な

防災活動

ワ
ー

ク

7
風水害からの警報

避難における決心

ワ
ー

ク

7
救援物資ロジス

ティクス演習
7

多様な主体による

被災者支援／被災

者支援の個別課題

7
地域産業の復興

と雇用確保
（産業復興）

7 災害広報 7
災害対策本部運

営演習

4‐3 防災計画 8 災害ボランティア
講

義
8

南海トラフ地震臨

時情報
8

生活再建支援業

務

5

災害対応力を強化

する女性の視点～

男女共同参画の視点

からの防災・復興～

講

義
9

個別避難行動の

支援と計画
9

個別避難計画の

作成

ワ
ー

ク

10
避難場所・避難所

の認定と適否判断

日程

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

受講者自己紹介

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

受講者自己紹介

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

受講者自己紹介
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

受講者自己紹介

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

受講者自己紹介

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

受講者自己紹介
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

受講者自己紹介

災害対応過程と

態度を学ぶ

「災害への備え」

ワークショップ

避難場所・避難所

の認定と適否判断
資源管理演習 トイレの演習 復旧・復興演習

災害広報（記者

会見演習）

災害対策本部運

営演習

人材育成に関するテー

マ別情報交換会

災害対策本部体

制

・グループ討議＋

発表(質問)

・解説

・解説

・意見交換

・グループ討議＋

発表(×3回)

・解説

・講義

・ビデオ視聴

・自習

・グループ演習

・グループ討議＋

発表

・解説

・質疑応答

・記者会見・講評

・グループ討議

・個人作業

・質疑応答

・グループ討議（2

回）＋発表

・テーマごとに部屋

を作り情報交換

・講義（30分）×2

人

・グループ討議

・質問コーナー

全体討論 全体討論
質疑応答・意見

交換

全体討論「コース

のふりかえり」
全体討論 全体討論 全体討論

訓練企画運営実践

Ⅱ（討議型図上演習）
全体討論

・グループ討議＋

発表

・グループ討議＋

発表

・講師コメント

・各単元の質問へ

の解説・回答

・グループ交流

・講義

・グループ討議＋

発表

・グループ討議＋

発表

・講義

・グループ討議＋

発表（質問）

・質問への回答

・テスト問題作成等

・グループ討議＋

発表（質問）

・質問への回答

・テスト問題作成等

・グループ討議＋

発表

・講評

・質疑応答・意見

交換

・講義

質疑応答 質疑応答 質疑応答
人材育成プログ

ラム作成演習

・グループ討議＋

発表+講師コメント

（×2回）

講師を交えてフ

リートーク

（自由参加）

質疑応答・交流会

（自由参加）

自由交流会

（自由参加）
未定

<LMS開始時>

オープニング交流

会

<LMS開始時>

研修生オンライン

交流会(自由参加)

質問会

（自由参加）

質問会

（自由参加）

<LMS開始時>

オープニング交流

会

(自由参加)

総合監理

1月6日(金）
～22日(日)

1月30日（月）
～2月12日(日)

1月30日（月）
～2月12日(日)

2月6日(月)
～2月19日(日)

2月13日(月）
～2月26日(日)

コース 防災基礎 災害への備え 警報避難 応急活動・資源管理 被災者支援

オ
ン
デ
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ン
ド
講
義

講

義

講

義

講

義

講

義

復旧・復興 指揮統制 対策立案 人材育成

講

義

講

義

講

義

講

義

講

義

講

義

2月6日（月）
～2月19日（日）

1月23日（月）
～2月5日（日）

2月16日(月）
～2月29日(日)

1月23日（月）
～2月5日（日）

2月16日(月）
～2月29日(日)

1月25日（水）
12:30～16:30

2月16日（木）
12:30～16:30

2月17日（金）
13:00～16:30

2月24日（金）
13:00～16:30

3月3日（金）
13:00～16:00

2月22日（水）
13:00～17:00

2月8日（水）
13:00～16:30

2月1日（水）
13:00～16:30

2月10日（金）
13:00～17:30

2月3日（金）
13:00～17:00

リ
ア
ル
タ
イ
ム
演
習

12:30～ 12:30～ 13:00～ 13:00～ 13:00～ 13:00～ 13:00～ 13:00～ 13:00～ 13:00～

12:35～

12:50～ 13:25～ 13：20～ 13:05～ 13:20～ 13:50～ 13:50～ 13:10～ 13:25～・グループ内自己

紹介

・グループ討議＋

発表

・講師コメント

・解説

・質疑応答

(×3回)

14:30～ 14:05～ 15:35～ 15:05～ 15:00～ 15:20～ 15:35～ 14:20～ 16:05～

15:30～

16:05～ 16:05～ 16:30～

人的交流
16:30～

17:00

16:30～

17:30

16:30～

17:30
～17:30 ～17:30

60人 60人定員数 60人 60人 60人 60人 60人 60人 60人 60人

：法改正・ガイドラインの反映 ：男女共同参画の視点を拡充した単元 ：個別避難計画で拡充した単元
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